
 

篠山層群の恐竜・小型脊椎動物化石 

～調査・研究から普及教育・地域振興まで～ 
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兵庫県の丹波市と篠山市には下部白亜系篠山層群が

分布しており、同層群大山下層（約１億１千万年前）

が認められる複数の地点からは、いわゆる丹波竜に

代表される恐竜類をはじめ、哺乳類、カエル類、ト

カゲ類といった脊椎動物の化石が多数産出している。これらの中には、既

知の分類群とは異なる特徴を示すものが少なくなく、すでにそのいくつか

は新たに記載報告されており、例えば丹波竜も、新属新種 Tambatitanis 

amicitiae として記載された。検討中の資料もまだ多くあり、新たな資料

の追加も続いていることから、今後も学術的に意義の大きな知見が、次々

と報じられて行くことであろう。こうした研究成果は、世界的にも情報

量の少ない前期白亜紀という時代における脊椎動物の多様性、現生種を

生みだした系統の進化過程、そして地球環境そのものの変遷史の解明な

どにも、大きく寄与するであろう。  

上記の調査研究においては、資料の発見や収集、剖出作業など多くの点において市民の協力を幅広く

得ており、その働きが研究の発展や推進に大きく寄与している。その成果は、各学術分野の発展に資す

るとともに、種々の普及教育活動、また、展示や市民活動支援施設、公園の整備など、各自治体が推進

する地域振興にも大きく貢献している。今後も、研究所および博物館、各自治体、また市民が相互に協

力を深めることで、学術研究、普及教育、また地域振興、それぞれの発展が期待される。 

日本において中生代の化石資料は、北陸地方に特徴的な手取層群など、複数の

地層から確認されているが、他の例と比較しても篠山層群は、質・量ともに国

内屈指の脊椎動物化石含有層と言える。事実、近年も新たな地点から、世界的

にも発見例が限られている卵化石の密集体や、原始的な角竜類の化石など複数

の資料が相次いで発見されている。このように兵庫県は篠山層群を中心に、国内でも有数の特色ある

化石の産地を有しており、そのため当研究所は同県を‘恐竜・生命史フィールド’と位置づけ、各資

料を対象に国内外の大学・研究機関と共同で研究を加速化させ、恐竜・生命史フィールド科学の研究

拠点形成を視野に、教育研究機能の強化と体制の構築に鋭意取組んでいる。 

記載されたカエル類化石 
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